
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年７月８日                NO,５７１ 

 

長太夫橋 

 東入りから沼田に向かう川場 

街道に通じる下古語父に小さな 

川があり、そこには木の橋が架 

けられていましたが、３００年 

近く前には大雨がふるとこの橋 

はいつも流されてしまいました。 

 橋が流されてしまうと人々は、沼田に出るのに遠回りしな

くてはならなくなり、困っていました。 

 名主の荒木長太夫は、大雨がふっても流されない橋を作ろ

うと、橋を作るための石を村人たちと探し、薬師岳の畳岩近

くから切り出した石を何日もかかって運び、大雨でも流され

ない石の橋を架けました。 

 今でもこの川に架かる橋の名は「長太夫橋」で、そのたも

とには、大きな石が残されています。 

尾合の干し柿 

 尾合の干し柿は、「尾合のコロ柿」といって、昔は名産品

として有名で、屋敷内や畑のま

わりに「シナノガキ」という品

種の柿が植えられていました。 

              一人が夜なべに500～600

個の皮をむき、正月の用意をま

かなう費用に充てていました。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
自
民
党
、
公
明
党
な
ど
一
部
の
政
党
が
、「
改
憲
手
続
き
法
」（
国
民
投
票
法
）
の
改
定

案
を
国
会
に
提
出
し
、
日
本
共
産
党
な
ど
が
反
対
す
る
な
か
衆
議
院
憲
法
審
査
会
で
趣
旨
説
明
を
強
行
し

よ
う
と
画
策
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
憲
法
記
念
日
の
前
後
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
が
お
こ
な
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
安
倍
政
権
に
よ
る
改

憲
「
反
対
」
が
６１
％
（
共
同
）、
５８
％
（
朝
日
）
で
、
憲
法
「
改
正
」
よ
り
「
ほ
か
の
問
題
を
優
先
す
べ

き
」
が
６８
％
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
な
ど
、
多
く
の
国
民
は
改
憲
を
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。 

 

憲
法
に
か
か
わ
る
法
案
は
、
主
要
与
野
党
の
「
合
意
」
が
建
前
な
の
に
、
自
民
、
公
明
、
維
新
、
希
望

の
改
憲
支
持
の
４
党
だ
け
で
改
定
案
を
提
出
し
た
こ
と
は
、
国
民
無
視
の
強
引
な
や
り
方
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
と
も
と
安
倍
首
相
が
強
行
し
た
「
改
憲
手
続
き
法
」
は
、
国
民
投
票
の
際
の
最
低 

投
票
率
や
絶
対
得
票
率
の
規
定
が
な
く
、
有
料
広
告
が
無
制
限
な
た
め
資
金
の
あ
る
自 

民
党
に
有
利
と
い
わ
れ
、
小
手
先
の
改
定
で
改
憲
を
あ
お
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 沼田市ではこれまで利根沼田文化会館などで各地区別に市の敬老会を開

いてきましたが、今年度からは町単位や振興協議会、社会福祉協議会の支

部などでおこなう敬老会に市が補助金を出し、これまでのような敬老会は     

おこなわないことになりました。 

              補助金は一人１０００円が上限で、飲食代、

記念品代、会場費などに活用することができ

ます。 

              敬老会を実施する前に、高齢福祉課に補助

金の申請をおこなってください。 

 

 大東議員は、６月定例市議会の一般質問でがん検診の

受診率の向上など、市民の県づくりをすすめるよう求め

ました。 

 市長は、「がん検診の未受診者への勧奨はがき送付や、

電話での受診勧奨をすすめ、受診 

率向上に取り組みたい」と答えま 

した。 

 市民の健康づくりをどのように 

すすめるのかについて市長は、「ウ 

ォーキング取り入れた健康づくり 

を展開したい」と答えました。 

６月１８日に発生した大阪北部地震で、通学途中だっ

った小学生が、学校のブロック塀の下敷きとなり死亡し

たことを受け、沼田市ではの小中学校などのブロック塀         

の調査をおこないました。 

通学路にあるブロック塀の 

個所などの調査もすすめられ

ています。 

学校のブロック塀について 

は、撤去も検討する予定です。 

 ６月定例市議会に提案された一般会計補正予算のなかに、鳥獣被害防止

柵設置工事費７，９４９万円が計上されました。 

 今回の鳥獣被害防止柵は、利根町園原に高さ約２㍍の柵を約３ｋｍにわ

たり設置するというものです。 

 利根町ではこれまでにも山と畑の境などに同様の柵の設置が、すすめら

れてきました。（写真は大楊の柵） 

 昨年度は、シカ３５６頭、イノシシ１ 

３０頭、サル１１２頭、ツキノワグマ１ 

２頭が捕獲されましたが、国・県は有害 

鳥獣対策の財政的支援や対策を充実させ 

ることが必要です。 


